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サル肝細胞Tf画分には4種のカルボニル化合物
還元酵素が存在することを既に報告したが,個体
差の有無を検討するためゲル破過により高分子出
と低分子丑酵素に分離した後,BlueScpharose
カラムでアポ酵素としショ糖密度勾配上で等昭点
分画を行った｡ニホンザルで3例,カニクイザル
で2例について検討したが,NA工)依存性アルコ
ール脱水素酵素に起因するかレポニル還元活性が
錠も強かった｡分子虫約3万の低分子出力ルポニ
ル還元酵素はいずれの個体でもpI8付近に少なく
とも3班の多形が認められたが,アルデヒド還元
酵素(ECl.1.1.2)はpI4.5-5でこのような
等乾点の災なる多形は観察されなかった｡
カルポニル還元活性はミクロソーム細分中にも
矧陶質画分と同程度に存在したので,可溶化後,
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